
 

 

  

 

 

令和２年度文部科学大臣表彰創意工夫功労者賞の受賞について 

 

１  趣 旨 

   令和２年度文部科学大臣表彰創意工夫功労者賞を石川県内で４名受賞した。 

  

２ 受賞者氏名等 

   山下
やました

 一郎
いちろう

(53)〔(株)ヤマイチ〕 

（業績名：Ｈ型鋼材の運搬装置の考案） 

   北村
きたむら

 義和
よしかず

(52)〔津田駒工業（株）〕 

（業績名：ベアリングケースの穴用止め輪作業の改善） 

   西村
にしむら

 明
あきら

 (83)〔(株)ニシムラジグ〕 

          （業績名：施盤加工におけるワーク芯出し装置の考案） 

   水上
みずかみ

 泰子
たえこ

(45)〔(株)小松プロセス〕 

          （業績名：塗装製品増注に対する生産システムの改善） 

   ※年齢は、本年 4 月 1 日現在の満年齢である。 

       

３  創意工夫功労者賞の趣旨 

     優れた創意工夫によって各職域における科学技術の考案、改良等に貢献 

  した実績顕著な勤労者を科学技術週間に合わせ、文部科学大臣が表彰し、 

広く国民に科学技術振興の重要性を周知する。 

 

４  科学技術週間 

     ４月１３日(月)～１９日(日) 「発明の日」（４月１８日）を含む１週間 

      明治１８年４月１８日、我が国最初の特許制度である専売特許条例が 

  公布された。これを記念して昭和２９年に、４月１８日が「発明の日」と 

  制定され、６年後の昭和３５年に、「発明の日」を含む１週間が「科学技 

  術週間」と定められた。 

令和 2 年 4 月 14 日（火） 

商工労働部産業政策課 

競争力強化推進グループ  

担当：木村、金川 
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